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注１）３号様式はページを増やさず、必ず２ページ以内でまとめてください。 

注２）３号様式は市民に公開しますので、個人が特定できる情報は記入しないでください。 

注３）添付資料は位置図、現況写真、活用イメージ図、その他資料、各Ａ４版１ページ、余白15mm以上とし

てください。 

提案グループ名 

(25字以内) 
 パレット境木ベース運営委員会 

 
現在の主な活動内

容・活動実績 
運営委員会は地域の方と協力し、イベントを主催・企画運営している。 

①マルシェ（年 2回）：商店街の空き店舗や軒下を活用、約 8店舗が出展し、地

元の食材を使った料理や手作りの雑貨などが並ぶ。 

②コラボショップ（不定期だが月 4 回程度）:提案メンバーの店舗で、限定的にオ

ープン。不定期開催なので、幻のお店として地域から楽しみにされている。 

③商店街イベントへの参加（年 3回）：境木商店会主催のイベントにて、提案メ

ンバーは積極的に出展、ボランティアでも協力し、地域のにぎわいづくりに貢

献している。 

上記の活動を通して、様々な形で地域交流できる居場所づくりを目指している。 

提案場所 
    保土ケ谷区境木本町 

提案名 

（25字以内） 
懐かしい街の記憶を次世代へと繋ぐ拠点 

 
提案する施設（ど

のような施設の提

案ですか） 

現在の活動は、主に商店街の中の空き店舗（常にシャッターが閉まっている）を

活用している。地域の誰もが知るクッペ（パン屋）の空き店舗を借り上げ、この

活動の拠点となるようにリノベーションし、多世代が自由に通え、地域交流が楽

しめるイベントスペース「パレット境木ベース」を作る。 

【1階：イベントスペース兼フリースペース】 

①折り畳み式カウンター ②おむつ交換台付きファミリートイレ③冷暖房の設置 

【2階：シェアキッチン＆カフェ】 

①菓子製造業許可付きシェアキッチンの厨房設備  

②カフェスペースカウンター席及び多目的カウンター取り付け 

③床・壁の張り替え ④冷暖房の設置 

整備費用の概算額：約   500    万円 
活用イメージ（提

案する施設でどの

ようなことを行い

ますか） 

【1階：イベントスペース兼フリースペース】 

①マルシェやコラボショップの出展、健康講座やものつくり系のワークショップ

等を毎月複数回開催。 

②フリースペース：商店街やパレット境木ベース内で調達した飲食物を、その場

で食べられるイートインコーナーを設置。オープン時は誰もが利用できる休憩

所やクールシェアスポットとしても活用。 

③地域支援：連携する境木商店会のイベント時には、案内所や公衆トイレとして

利用可能とする。近隣高校有志ボランティアとコラボレーション企画を検討。 

【2階：シェアキッチン＆カフェ】 

①イベント出展者が利用する、菓子製造業許可取得シェアキッチン（製造後は２

階カフェスペースや１階フリースペースでの提供や販売が可能）。 

②シェアキッチン＆カフェにて、１Dayカフェをオープン希望の方と運営委員会が

協力して企画する、地域の方が交流できる「街のカフェ」を週2回程度開催。 

③食育・料理教室：地域住民等がチャレンジする、味噌作りやパン作りなどの食

育系のワークショップや料理教室を季節ごとに開催。 



提案の背景（なぜ

提案をするのか、

地域のニーズや課

題、生かしたい地

域の魅力等に触れ

て説明してくださ

い） 

①提案する地域は、小さいながらもバスターミナルがあり、小・中学校が隣接し

26店舗ほどの商店街がある。高校の通学路で病院や銀行ATMもあることから、多

世代の地域の方が通い続ける立地。そして旧東海道に位置し浮世絵にも描かれ

ている宿場町で歴史的な場所でもあり、他地区からの来訪もある。 
②人が集まりやすい場所にもかかわらず、商店街のシャッターが閉まっている店

舗が増えている現状を見て、地域の資源である商店街の中央にある、地域から

最も愛されていたクッペ（パン屋）の空き店舗を、次世代に繋げる交流の拠点

として活用しようと提案。この場所で行う年２回のマルシェのイベントでは、

どのお店も長蛇の列ができ、イベント終了時間前には、ほぼ売り切れるほどの

賑わいになる。 

③地域の世帯は市内外からの移住者も多く、子育て世代が増え、見知らぬ人が増

えている背景（不安）の中、「仲間同士で気軽に集える場所が欲しい」「ゆっく

り会話ができるカフェがあれば」「地域で子育てを楽しみたい」といった地域の

方のニーズがあり、多世代が様々な形で出会うきっかけとなる居場所つくりが

必要と考えた。 
目指す地域の将来

像（提案を実現す

ることで、どのよ

うな地域にしたい

と考えますか） 

①多世代が参加できる色々なイベントを開催することで、そこで育った子供達が

親となって利用したり、大人達が経験を生かせる機会・場所を提供することが

できる。この取り組みを継続していくことで地域の活性化を目指したい。 

②ひとつに集まる居場所があることで、自然と顔の見える関係が育まれ、互いに

尊重し合い、どんなことにも助け合える豊かな地域にしたい。 

整備時の協働（つ

くるときに連携す

る仲間や活用する

地域資源注４）に

触れて説明してく

ださい） 

①DIYに必要な道具や材料は商店街内の店舗（電気屋、便利屋、内装屋など）に協

力を依頼する。 

②地域の連携する近隣高校有志ボランティアと、DIY(壁塗り等)交流し、整備後も

運営委員会とコラボレーション企画に、参画して頂く予定。 

③商店街の閉店する店舗から不要な材料や設備品を安く譲ってもらう。 

④クラウドファンディングを検討中。 

運営時の協働（運

営するときに連携

する仲間や活用す

る地域資源注４）

に触れて説明して

ください） 

① 運営委員会がパレット境木ベースでの地域の交流企画やワークショップを定期

的に運営する。 

② 自治会、権太坂コミュニティハウスと相互交流をする。 

③ 地域の生産者に地産地消で野菜を提供して貰う。（カフェ、食育等の食材） 

④ 運営費はフリースペース・シェアキッチンスペースの利用料、連携する境木商

店会からの貸トイレ代・室料・イベント人件費・広告費などを見込んでいる。 

その他提案につい

て特にＰＲしたい

点を記入してくだ

さい。 

提案メンバーは整体師、パティシエ、保育士、農家、IT企業会社員など異業種が集

まることから、色とりどりをイメージし「パレット」と名付けた。 
懐かしさや思い入れのある地元地域で、メンバーの経験を活かし、多世代の住民

との交流の輪を広げるきっかけ作りをしたい。 
地域と連携した交流イベントを、パレット境木ベースが核となり行う事で、人と

人との繋がりを生み、地元商店街の利用客増、新規店舗参入、長く住み続けたい

街づくりなど、地域創生にも貢献していきたい。 
注４）「地域資源」とは、次のようなものを想定しています。 

  ○「ヒト」の例 ・地域のＰＴＡから協力を受けられそう。    ・地域に設計の専門家がいる。 

  ○「モノ」の例 ・整備に必要な材料を安く入手できそう。    ・整備に必要な建設機械を安く借りられそう。 

  ○「カネ」の例 ・自治会町内会から資金的な支援を受けられそう。 ・バザーなどで資金を集められそう。 

整備場所の地権者等注５）への提案内容及びコンテストに応募することについての説明状況 

説明の相手方 相手方の意見等 

土地・建物の所有者 提提案については賛同頂きましたが、建物が古い

のでどこまで整備できるのか心配されている。 

この提案が実現して、地域の活性化がなされるこ

とに大変興味がある。 

注５）土地・建物を所有している、借りている、又は実質的に使用権利を持つ者（会社や行政機関も含む） 

 記載内容について、次の内容を確認後チェックボックスに✔を入れてください。 

□ 記載内容は真実であり、虚偽はありません。 

□ 記載内容に個人情報は含まれていません。 



 

パレット境木ベース
位置図

整備位置：
保土ヶ谷区境木本町１丁目

境木中学校前市営バス折り返し場

県立光陵高校

旧東海道権太坂

境木地蔵尊

境木小
境木中

国道１号線



パレット境木ベース運営委員会 

＜現況写真＞  ２０２４年５月撮影 

 

 

 
②１階 

①外観 

③２階・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

境木商店街の中央にある、地域の皆さんから最も愛されていた、

地域の誰もが知る「クッペ」（パン屋）の空き店舗 

入口は自動ドア 

和室６畳２部屋 

トイレ お風呂場・脱衣所 キッチン/都市ガス 

フローリング４畳半 



 パレット境木ベース活用イメージ図 
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2021 年 7 月七夕マルシェ 

2021 年 10 月ハロウィンイベント(商店会主催) 

2021 年 12 月クリスマスイベント(商店会主催) 

・ 

2022 年 4 月アフタヌーンマルシェ 

2022 年 5 月アフタヌーンマルシェ 

2022 年 7 月七夕市(商店会主催) 

2022 年 10 月ハロウィンイベント(商店会主催) 

2022 年 12 月クリスマスイベント(商店会主催) 

・ 

2023 年 4 月軒下マルシェ 

2023 年 10 月ハロウィンイベント(商店会主催) 

2023 年 12 月クリスマスイベント(商店会主催) 

・ 

2024 年４月軒下マルシェ 

2024 年６月軒下マルシェ  

以降定期的に開催（偶数月） 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

2021 年４月～ 

提案メンバーの店舗にて不定期出店の幻のお店 

コラボショップ活動開始 

 

 

懐かしい街の記憶を次世代へと繋ぐ拠点 

★パレット境木ベースのこれまでの活動 

 
商店会主催、商店街イベントへの参加（年３回） 

七夕・ハロウィン・クリスマス 

ボランティアとして地域学生と連携する交流イベント 

 
活用する空き店舗（クッペ）にて軒下マルシェの様子 

出展参加８店舗（年２回） 

 

コラボショップ（月４回４店舗） 

提案メンバーの店舗にて不定期で出展の幻のお店 

その他資料 
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